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IL OLLETTINO  ASSOCIAZIONE  ITALO-GIAPPONESE DELL 'HOKKAIDO 

北海道日伊協会の創立 40周年記念式典と祝賀会の開催日は 9月 20日（土）、会場は札幌パークホテルと

決まりました。このお祝いの日に、道民とイタリアの関係をさらに近いものにするために、北海道在留のイ

タリア人に登場していただき、それぞれの故郷の紹介とお国自慢を発表してもらうことにしました。題して

「イタリアのわが町 お国自慢フェスタ」。イタリアそれぞれの地域を知るいい機会になりそうです。 
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留学生特別対談 

 「イタリアの町・家族・愛」 
マリアンナさんとルーカさん 

総会 7月 8日（火） 

 17時 30分から 

 札幌グランドホテル 
3階 涼風の間 

議題：決算・40周年 

行事・予算・役員改選 
Salone d Italia 総会に引き続き 18時から 
留学生対談 「イタリアの町・家族・愛」 
マリアンナ・チェスパさん（北大大学院在学中） 
ルーカ・グアダニュオーロさん（北大文学部研究生）   
懇親会 19時から 会費 6000円（サローネのみ

500円）   事務局 011-241-0345 
 
 

40周年記念式典は 9月 20日(土) 

フェスタ「イタリアのわが町 お国自慢」開催 

在留イタリア人 南・中・北部代表に張り切ってもらいます 
 

21日は美唄・小樽バスツアー 記念式典の翌日の 21日（日）には、アルテピアッツ

ァ美唄と小樽ヴェネツィア美術館などを訪れるバスツアーを用意しました。アルテは安田侃さんが廃校になっ

た炭坑の小学校と敷地を活用した自然の中の美術館。全国からファンが訪れます。マリアンナ・チェスパさん

のイタリア語による案内も。この日ならではのサプライズです。詳しいスケジュールは追ってお知らせします。 

 

札幌市内を見ても、北海道大学留学生をはじめと

する研究者・学生、レストランのオーナーやシェフ、

チーズ職人、ビジネス関係者など、在住イタリア人の

数がふえ、16人になりました。東京、大阪以外の都市

では多い方と言えそうです。出身地もナポリからミラ

ノ周辺までほぼイタリア全土に広がっています。 

そこで創立 40周年を祝う場で、イタリア各地の出身

者に、その強い地域色と郷土愛をそろって発表しても

らうステージをつくることにしました。イタリア人と

いえば、陽気なあるタイプのイメージが浮かびますが、

地域にはそれぞれの特色があり、その多様性がまたイ

タリアでもあります。会員だけでなく、一般の参加者

にもイタリアを知ってもらい、より深い交流の足掛か

りになることを期待しています。 

■ お国自慢発表者  

南部、中部、北部各 2人程度、合計 6人。 

  それぞれ写真、ムービーを使って発表後、全員の

討論、会場からの質問に応える。 

■ コーディネーター・通訳 マリアンナ・チェスパ 

（北大文学部博士課程留学中、伊語教室講座講師） 

2014年度総会 と サローネ 



道産乳で本場のチーズ 

イタリア職人がやってきた 
 

ファットリアビオ北海道を訪問 

 イタリアから移住した職人が、北海道の牛乳を使ってイ

タリアと同じフレッシュチーズを作る工場、札幌市白石区

で操業開始。そんな記事（北海道新聞 5月 23日付夕刊

社会面＝右）をみて、「ファットリアビオ北海道」（平和通

12丁目）に同社代表の高橋廣行さんを訪ね、なぜ北海道

とイタリアがつながったのか、話をきいた。 

■ なぜ、イタリアの職人を？ 

―20 年程、いい食品を消費者につなぐ仕事

をしてきて、東京のイタリアンレストランの経

営者と仕事をするようになった。彼が良いチ

ーズが手に入らないという。北海道にあるじ

ゃないか、というと、全く違うという。それでイ

タリアに行ってみた。確かに全く違うのです。

これは、イタリアの職人を呼んで作ってもらう

しかない、と。 

■ 北海道の牛乳は？ 

―実はあまり牛乳にこだわりはなかった。東

京近辺でと考えていたが、「３・１１」があって、

放射能などを考えると北海道しか残らなかっ

た。だが。ストレスのない牛が出す乳はとても 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いい。カラブリア州（長靴の

つま先あたり）から来たジョ

バンニ・グラツィアーノは素

晴らしいモッツァレラやリコ

ッタをつくっています。 

■ どこで買えますか？ 

―直接レストランに卸して

います。店頭販売は円山

に 1店だけ。ネット通販は 

http://fattoriabio.jp/ 
電話：011-376-5260 

■ 当協会は創立40周年で 
す。活動にご関心は？ 
―当面、工場の自立に全力を

集中しますが、一緒にやれる

ところは協力します。 
＊＊＊＊＊ 試食させていた

だいたモッツァレラとリコッタ

は、いかにもフレッシュないい

香りがしました。（金子） やることがいっぱいと高橋廣行代表 

安田侃会員 

新作を含む 20 点以上が展示されました（写真㊨＝画廊のホームページから）。画廊の挨拶に「国際的に名声の高い彫刻

家ＫＡＮ ＹＡＳＵＤＡのＵＳ初めての展覧会を開くことを名誉とする」とあります。安田琢さんの現地からの報告によると、５番

街をはじめ、ニューヨークの街中に数種の展覧会バナーが飾られていて（写真㊧、脇を 5番街行きのバスが走行中）会場に

はアルテピアッツァ美唄の写真も紹介され、ニューヨークっ子の目を惹いているようです。 

５月6日から6月27日まで 

イーキン・マクレーン・ギャラリー
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LA  NOTIZIA         北海道日伊協会事務局便り 
 

第５回 サローネ ＣＩＮＥＭＡ  6月 10日（火） 
 
 
 
午後 6時 30分から見どころ解説のあと上映。終了後懇談、午後９時頃閉会。 
会場：みべ音楽院 札幌市中央区大通西 14丁目(南向き) 会費：会員 500円、一般千円（飲み物付） 
詳しくはホームページ http://aig-hokkaido.com参照。参加ご希望の方は事務局 電話 011･241･0345へ 

 
 

『神の道化師、フランチェスコ』 

  』 
 

 NATSUKI さんのコンサート 2つ  

■ ゴスペルコンサート Love and Joy 
NATSUKI さんのボーカルスクール 
JOYFUL SINGERS と共に 

7月 5日（土）16：15開場 17時開演 

場所：ターミナルプラザことにパトス 

（地下鉄東西線琴似駅 B 2F） 

チケット全席自由 1.500円（当日券 1.800円） 

新メンバー募集中 

■ すすきの祭り 50周年記念 

すすきの×SAPPOPRO CITY JAZZ 

すすきのゴスペル 
8月 1日（金）、2日（土） 18:00-21:45 

南４西４交差点特設ステージ（無料） 

   ゴスペルは両日とも 21時から 

ご一緒に歌いませんか 
 

問い合わせ０１１‐２２２‐２０２２ 
または info@natsuki-vocal_jp 

 

 編集後記 ・公式ホームページをスタートさせて 1年が過ぎ、会員 

と伊語教室の生徒が増え、通訳、翻訳の問い合わせも頻繁になる効果が 

見えてきました。さらに親しまれるように、気軽に感想や意見を書き込 

むコーナーを準備中。ご期待ください▼この春故人になった渡辺淳一さ 

ん（写真は札幌・中島公園にある記念館）は、山田晋筰事務局長の同郷、 

高校の先輩で、暖簾の中でもいつも話題になります。誰も触れていない 

骨太な一面を書き留めてもらいました▼編集中に朗報飛び込む。財源工 

夫中の記念事業に対して伊藤組百年基金の助成決定です。感謝！（金子） 

レッジョ・エミリア・アプローチ 

 

創立 40周年記念 Ｓalone d’Italia 

イタリアの幼児教育 

北イタリアの小さな町“レッジョエミリア”で行われている、

子どもたちの豊かな表現力と独創的な思考力を育む取

り組みを、講師に杉下裕樹氏をお迎えして講演して頂き

ます。イタリアの新たな一面に触れる特別な機会です。 

日時：6月 15日（日）10：00～12：00 
会場：かでる 2.7  730研修室   

札幌市中央区北２条西７丁目 
会費：会員／500円、一般／1,000円 
（定員 63人。いっぱいになり次第締め切ります） 
申し込み：電話：011-241-0345  FAX:011-241-0567 
メール：shin-y0123@brightsapporo.com 

講師紹介：杉下裕樹氏（すぎしたひろき） 

東京工芸大学卒業後、児童施設の設計を志し、自ら

も「保育士」を取得。 海外保育所プロジェクトにて、

レッジョエミリア・アプローチと出会い、その実践

家・石井希代子先生と一般社団法人インターナショ

ナル幼児教育協会（東京都広尾）とのコラボによる

ワークショップ

を展開中。39歳。 

1950年  イタリア・ネオレアリスモの巨匠 
ロベルト・ロッセリーニ監督の代表作 

mailto:shin-y0123@brightsapporo.com

